
　考古学の発掘調査では様々な資料が
出土しますが、そのなかでも出土量が
多い資料が「土器」です。しかし、一
口に土器といっても縄文土器や土師
器、そして陶磁器などあらゆる「やき
もの」を総称しています。
　考古学の研究にとってやきものは、
過去の人々の暮らしぶりを知る重要な
資料です。また、粘土や石を原料とし
てさまざまな形を作り出すことができ
るやきものは、それぞれの時代の作者
の技術や思いを形にして現代の私たち
に伝えてくれる素晴らしい資料なので

　寄贈品コーナー

平成 25年 2月1日（金）～2月27日（水）やきものの知識

す。さらに、時代によるやきものの変遷は「土器編年」として研究がすすめられ、考古資料全体の年代を
知る「ものさし」として大変貴重な情報になっているのです。
　今回の展示では、考古学を楽しむための第一歩として、やきものの基礎知識と考古学に登場するやきも
のの種類を、実際の資料と比較しながら紹介していきます。

第１４回博物館文化祭
－サークル活動展示・発表－

平塚の空襲と戦災を記録する会実演
「空襲体験証言集朗読会」

2月2日（土）
午後1時～午後 3時

　空襲体験証言集『炎の証言』を朗読します。
場所：1 階「相模の家」参加：自由

活動報告会：2月3日（日）午後1時～ 5時
　サークルの日ごろの活動の成果を発表します。
　会場：講堂　　参加：自由

　1月27日から開催されている第 14 回博物館文化祭ーサー
クル活動展示・発表ー、2 月には実演と活動報告会が開催
されます。どれも参加は自由。各サークルの 1 年間の活動
成果を、ぜひご覧ください。展示は 2 月 11 日（祝）までです。

天体観察会実演
「太陽黒点の観察」
2月3日（日）

午前10 時～12時
　望遠鏡で太陽を投影して観察します。昼間の星の観
察にもチャレンジします（悪天候時中止）。

場所：屋上　　参加：自由

博物館文化祭　準備の様子
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